
真
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秋

　

新
年
を
祝
う
は
ず
の
元
日
に
、
能
登
半
島

を
大
地
震
が
襲
い
ま
し
た
。
被
災
地
の
方
々

に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

石
川
県
内
で
は
６
カ
所
の
病
院
で
血
液

透
析
を
行
え
な
く
な
り
、
３
０
０
名
以
上

の
患
者
さ
ん
が
災
害
地
以
外
の
施
設
へ
と

転
医
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
普
段
は

１
～
２
日
お
き
に
治
療
が
行
わ
れ
ま
す

が
、
地
割
れ
や
土
砂
崩
れ
に
よ
る
通
行
止

め
な
ど
の
影
響
で
、
全
員
が
受
け
入
れ
先

に
搬
送
さ
れ
る
ま
で
３
日
以
上
か
か
っ
た

と
の
こ
と
で
す
。

　

北
海
道
に
住
む
私
た
ち
に
と
っ
て
、
真

冬
の
災
害
は
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
石
狩
・
篠
路
の
エ
リ
ア
は
雪
が
深

く
、
今
回
の
能
登
地
方
と
は
違
っ
た
形
の

道
路
事
情
の
悪
さ
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
院

内
の
災
害
対
策
と
と
も
に
、
安
全
に
透
析

が
行
え
る
病
院
に
患
者
さ
ん
を
送
り
出
す

段
取
り
も
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
こ
と

を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

も
と
よ
り
天
災
に
対
し
て
、
万
全
に
備

え
る
こ
と
は
困
難
で
は
あ
り
ま
す
が
、
被

災
時
に
役
立
つ
よ
う
な
透
析
デ
ー
タ
の
ク

ラ
ウ
ド
に
よ
る
外
部
保
存
な
ど
の
準
備
が

整
え
ら
れ
な
い
も
の
か
、
と
及
ば
ず
な
が

ら
思
い
を
巡
ら
し
て
い
ま
す
。

巻 

頭 

言

『クマゲラ』
国の天然記念物で、日本で最も大きな
キツツキです。2022年3月、石狩市
生振地区にて撮影しました。
工藤　立史

医療法人はまなす広報誌

医療法人はまなすHP ▶▶▶ http://www.hamanasugeka.com

Vol.113
2024年２月25日発行

〒002-8024 札幌市北区篠路４条９丁目12番45号
TEL（011）776-3030・FAX（011）776-3001

〒061-3284 石狩市花畔４条１丁目141番地１
TEL（0133）64-6622・FAX（0133）64-6555

1

はまなす季刊



軍民転換 ～テクノロジーの進歩と応用～

　科学技術は日進月歩であり、学問や産業などとともに、私たちの生活にも恩恵をもたらし
ている。日一日と実感することはあまり無いのだが、自分が生まれてからの半世紀余りを振
り返ってみると、日常の風景が思いのほか変化していることに驚かされる。
　例えば電話。子供の頃は一家に1台が標準で、しかもダイヤル式であった。その後プッ
シュホンが普及し、受話器はコードレスに。21世紀は一人1台、携帯電話を所有する時代
だ。インターネットの端末であるスマートフォンには音声認識機能が搭載されており、「近
所のラーメン屋さんを探して」と話しかけると、すぐリストアップしてくれる。
　清掃にはロボット掃除機が大活躍。家具を避けて床を這い回り、ゴミを吸い取る。玄関な
どの段差で転落することもない。外出中に働かせて、時間を有効利用している方も少なくな
いだろう。
　カーナビゲーションシステムは最近、たいていの乗用車に装備されている。人工衛星を用
いたGPS（Global Positioning System＝全地球測位システム）のおかげで位置が常に把握
でき、住所さえ間違わなければ、道に迷うということが無くなった。
　ドローンも普及しつつある。子供用の玩具はラジコンのヘリコプターを縮小したようなも
のだが、業務用はカメラを搭載して空撮をしたり、農薬の散布に使われたりしている。タク
シー代わりとなる「空飛ぶクルマ」の開発も進んでいるという。
　これらは全て「軍民転換」、すなわち軍事から民生に転用されたものである。携帯電話は
無線機。インターネットは指揮統制システム。音声認識機能は兵士をサポートする対話型AI
（Artificial Intelligence＝人工知能）。掃除機は地雷の除去装置。GPSは軍事用ナビゲー
ション。ドローンは無人航空機そのものだ。
　医療機器にも軍事技術が応用されている。
　消化器内科のカプセル内視鏡は、直径11mm、長さ26mmで、胃腸の中を蠕動(ぜんどう)
運動に乗って進み、自動的に静止画を撮影し、データを外部に送信する。「カメラ付きミサ
イルのようなものを縮小して飲み込めば消化管の内側を画像化できるのでは」という発想か
ら生まれた。
　外科の手術支援ロボットでは、執刀医が、数メートル離れた操縦席から患者側ユニットの
アームをコントロールする。負傷兵に対して遠隔操作で手術を行うために開発されたシステ
ムである。
　軍民転換のおかげで、これからも日々の暮らしは便利になっていくに違いない。だが、ウ
クライナや中東の戦争で、ドローンが爆撃に用いられている様子を目の当たりにすると、な
んとも辛い気持ちになる。テクノロジーを平和利用にとどめるべく、私たち人類こそが、
もっと進歩すべきではなかろうか。

理事長　工藤 岳秋

軍 民 転 換

～ テクノロジーの進歩と応用 ～
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2023年12月9日　石狩市立花川小学校　開校150周年記念集会に参加しました！

　この度花川小学校の150周年記念集会に参加してきました。
　花川小学校は明治6年に「花畔教育所」として開設されたのが前身で、石狩管内（札幌市を除
く）最古の小学校です。はまなす医院として寄付金を納入したため招待していただいた次第です
が、私は学校医でもあり毎年子供たちの健診をしています。集会には児童全員と教職員のほか、
寄付金を納めた団体の関係者、同窓会役員、PTA会長、卒業生の一部など20数名の出席がありま
した。
　在校生の作製によるスライドショーがあって、学校の沿革から最近の運動会、学習発表会の様
子など150年分の歴史を知ることができました。明治から昭和初期にかけて石狩川が頻繁に氾濫
し校舎の建て替えを余儀なくされ、何度か所在地が変わったのちに現在地に落ち着いたとのこと
など改めて歴史を感じた次第です。
　集会が終わって子供たちは授業に戻り、我々来賓は校内を案内してもらいました。一人一人が
ノートパソコンで授業を受けているクラスもあって我々の時代との移り変わりを感じました。図
書室では司書さんから利用状況について説明を受けました。最近ではインターネットで調べもの
をすることが多くなり図書離れが進んでいると伺いました。
　現校舎は築40年を経ており一緒に見学に回ったOBの懐かしそうな様子が印象的でした。
　校内の見学に引き続き、近くの小料理屋さんで参加者の懇親会が開かれました。校長先生と私を
除く参加者のほとんどが本校を卒業しており、まるで同窓会の雰囲気でした。同席した人の中に
は、はまなす医院にかかったことがあるという方もいて地域医療を肌で感じることができました。
　これからも伝統ある花
川小学校が引き続き発展
してほしいものです。私
も及ばずながら学校医と
して貢献していきたいと
考えています。

副理事長　工藤 立史

開校150周年記念集会開校150周年記念集会にに参加しました！参加しました！
石狩市立花川小学校2023年

12月9日

パソコンを使用しての授業風景パソコンを使用しての授業風景
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医療法人はまなす　大忘年会

医療法人はまなす
大 忘 年 会
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　2023年12月16日、「ホテルニューオータニイン札幌」
で4年ぶりの忘年会が行われました。来賓を含め96名
が参加。副理事長による「明日に架ける橋」、ショパン

「幻想即興曲」、２曲のピアノ演奏もあり彩りを添えま
した。石狩と篠路のスタッフが交流する中で、会話が
弾み絶え間ない笑い声とともに宴会は大盛会に終わり
ました。� （坂本）

医療法人はまなす
大 忘 年 会
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能登半島地震から教わること　防災対策を再考する

　Mさん自身も2022年4月に石狩へ転居するまで34年間に亘って富山県に住んでいまし
た。現在車いす生活であり、もし富山で被災していたら迅速に避難できなかった可能性
もあり、ここへ引っ越しをして命拾いをした思いだと話されています。
　大きな地震では、電気、水道、ガスといったライフラインが途絶え、道路は陥没、路
肩が崩れるなどして道路網が寸断されます。電話が通じなくなることも珍しくありませ
ん。避難所へとりあえずたどりついて一命を取り留めても、避難生活が長引くにつれ、
災害関連死のリスクが高まります。とりわけ今回のように季節が冬だと、凍死の恐れも
でてきます。
　被災者の中でも透析患者さんは「災害弱者」です。日本透析医会からの情報による
と、石川県では地震直後に360人もの患者さんが透析を受けられなくなりました。近
隣の県で透析患者さんの受け入れを申し出ている施設にとっては連絡手段が限られ、被
災した患者さんがどこにいるか消息をつかめず、道路網が寸断されていて移動も困難に
なっています。
　当地で同レベルの災害が起きた場合、透析不能となれば他院へ依頼せざるをえなくな
ります。しかし連絡手段が途絶え、車も走れない状況では患者さんの状況を把握でき
ず他院へ紹介することもできません。患者さん自身が他施設へ直接行って透析を受ける
ケースも想定されます。それに備えて透析情報が記載されたカードを所持していただい
ている施設もあると聞きます。頻繁に変更される透析条件をリアルタイムで更新するの
は容易ではなく、当院でも何等かの対策を考えていかなければならないのですが、どこ
から手をつけるべきか悩んでいます。

　2024年、年明けとともに発生した能登半島地震では、
当院の透析患者Mさんの息子さん（富山県在住）が被害に
遭いました。Mさんによると、地震発生時の状況を息子さ
んが以下のように語ってくれたそうです。

副理事長　工藤 立史

 能登半島地震から教わること 

防災対策を再考する

　地震発生時は自宅にいた。激しい揺れで戸棚が倒れてとんできた。窓
ガラスが割れて飛び散り、恐怖を感じた。津波警報が発令され、自宅が
海抜０ｍなので急いで高台に避難した。津波がおさまるのを待って夜遅
くに自宅へ帰ることができた。家に津波は来なかったが、揺れでドアが
開かなくなったため、車で一夜を明かした。
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法
人
創
業
者 

工
藤
謙
三
会
長 

エ
ッ
セ
イ

法
人
創
業
者 

工
藤
謙
三
会
長 

エ
ッ
セ
イ

Vol.34

法人創業者 工藤謙三会長エッセイ Vol.34

雪
の
中
の
オ
ル
フ
ェ

　

２
０
２
４
年
１
月
16
日
は
大
雪
に
見
舞
わ
れ

た
。
仕
事
に
出
か
け
よ
う
と
玄
関
を
出
る
と
雪
は

ひ
ざ
下
ま
で
達
し
て
い
る
。
通
り
に
は
ま
新
し
い

車
の
轍わ
だ
ち

が
２
本
、
溝
に
な
っ
て
続
く
ば
か
り
で
人

の
足
跡
は
な
い
。
右
手
に
ス
テ
ッ
キ
を
構
え
左
側

の
溝
を
た
ど
っ
て
歩
き
始
め
た
が
歩
き
づ
ら
い
こ

と
こ
の
上
な
い
。

　

左
前
方
の
Ｔ
字
路
を
北
に
向
け
て
曲
が
る
と
医
院

の
建
物
が
正
面
に
見
え
て
く
る
。
夏
道
な
ら
５
分
と

か
か
ら
な
い
近
間
で
あ
る
。
だ
が
昨
年
来
私
は
足
腰

に
障
害
を
抱
え
て
い
て
最
近
に
な
っ
て
や
っ
と
ま
と

も
に
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
全
身

が
緊
張
の
塊
だ
っ
た
。

　

全
神
経
を
足
元
に
集
中
し
て
ス
テ
ッ
キ
を
頼
り
に

歩
を
進
め
て
い
た
と
き
、
ふ
と
後
ろ
か
ら
誰
か
が
歩

い
て
く
る
こ
と
に
気
が
付
い
た
。
10
ｍ
ほ
ど
離
れ
て

フ
ー
ド
を
目
深
に
か
ぶ
り
黒
づ
く
め
の
ロ
ン
グ
コ
ー

ト
の
人
物
が
付
か
ず
離
れ
ず
つ
い
て
く
る
。

　

曇
り
空
の
下
で
新
雪
に
覆
わ
れ
た
世
界
は
不
気

味
な
も
の
だ
。
陰
影
は
消
え
去
り
道
の
凹
凸
も
不

確
か
な
幽
玄
の
世
界
で
あ
る
。
後
ろ
に
い
る
の
は

雪
女
か
は
た
ま
た
亡
霊
か
？
こ
の
と
き
な
ぜ
か
ギ

リ
シ
ア
神
話
の
オ
ル
フ
ェ
の
物
語
が
頭
に
浮
か
ん

で
き
た
。

　

「
オ
ル
フ
ェ
は
聞
く
も
の
す
べ
て
を
魅
了
し
て

や
ま
な
い
竪
琴
の
名
手
だ
っ
た
。
そ
ん
な
彼
を

不
幸
が
見
舞
う
。
あ
る
日
の
こ
と
妻
の
エ
ウ
リ

デ
ィ
ー
チ
ェ
が
毒
蛇
に
か
ま
れ
て
死
ん
で
し
ま
っ

た
の
だ
。
悲
し
み
の
果
て
に
彼
は
妻
を
取
り
戻
す

べ
く
冥
界
に
お
も
む
く
。

　

死
者
と
生
者
を
分
け
る
ス
テ
ィ
ク
ス
川
の
渡
し

守
も
地
獄
の
番
犬
ケ
ル
ベ
ロ
ス
も
彼
の
弾
く
竪
琴

の
調
べ
に
涙
を
流
し
て
聞
き
入
っ
て
い
る
。
冥
界

の
王
ハ
デ
ス
も
王
妃
ペ
ル
セ
ポ
ネ
ー
も
そ
の
調
べ

に
う
た
れ
て
涙
し
エ
ウ
リ
デ
ィ
ー
チ
ェ
を
送
り
出

す
こ
と
を
許
可
す
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
条
件
を

付
け
た
。
そ
れ
は
、
冥
界
か
ら
抜
け
出
す
ま
で
の

間
に
妻
の
姿
を
見
て
は
な
ら
ぬ
、
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。

　

妻
を
後
ろ
に
従
え
て
歩
き
始
め
冥
界
を
脱
す
る

ま
で
あ
と
少
し
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
来
た
と
き
オ

ル
フ
ェ
は
誘
惑
に
負
け
て
し
ま
う
。
一
目
見
た
さ

に
後
ろ
を
振
り
向
い
た
そ
の
と
た
ん
妻
は
消
え
去

り
永
遠
の
別
れ
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
」

　

私
も
後
ろ
を
歩
く
人
物
を
た
し
か
め
た
い
と

思
っ
た
。
だ
が
、
立
ち
止
ま
っ
て
振
り
向
く
の
も

失
礼
で
あ
る
。
ま
さ
か
振
り
向
い
た
と
た
ん
に
消

え
去
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
が
、
そ
ん
な
幻
想
に
か

ら
れ
る
よ
う
な
雪
深
い
モ
ノ
ト
ー
ン
の
光
景
だ
っ

た
。
し
か
し
や
は
り
後
ろ
が
気
に
な
る
。

　

意
を
決
し
て
振
り
返
っ
て
み
た
と
こ
ろ
追
跡
者

は
私
の
家
内
だ
っ
た
。
私
の
お
ぼ
つ
か
な
い
足
取

り
を
心
配
し
て
あ
と
を
つ
け
て
き
た
の
で
あ
る
。

行
き
倒
れ
に
な
っ
て
は
は
た
迷
惑
な
話
だ
と
思
っ

た
に
違
い
な
い
。
神
話
の
世
界
は
瞬
時
に
現
世
へ

戻
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

と
も
あ
れ
難
儀
し
な
が
ら
も
は
ま
な
す
医
院
に

た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
た
。
傍
ら
に
は
立
ち
往

生
し
た
軽
自
動
車
が
道
を
ふ
さ
い
で
い
る
。
大
雪

の
朝
は
イ
ロ
イ
ロ
な
こ
と
が
あ
る
も
の
だ
。

　

ニ
ュ
ー
ス
で
は
Ｊ
Ｒ
が
何
本
も
運
休
し
高
速
道

路
は
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
中
を
「
は
ま
な

す
」
の
送
迎
車
は
次
々
と
到
着
し
て
き
た
。
雪
に

足
を
取
ら
れ
て
遅
れ
て
き
た
患
者
も
い
た
よ
う
だ

が
、
ス
タ
ッ
フ
の
働
き
に
よ
っ
て
こ
の
日
も
透
析

医
療
は
順
調
で
あ
っ
た
。
だ
が
冬
も
半
ば
を
迎
え

た
ば
か
り
で
あ
る
。
ま
だ
緊
張
の
日
が
訪
れ
る
に

違
い
な
い
。
引
き
続
き
足
腰
を
鍛
え
て
気
を
引
き

締
め
て
い
こ
う
と
思
う
。
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この度、庶務係の船水敏雄さんが退職されました。 ／ 祝　永年勤続表彰 ／ 新入職員紹介 ／ 編集後記

コロナを境にアウトドアからすっ
かりインドアとなり、インター
ネット上でやるゲームに夢中に
なっている。ゲーム内で親しくし
ている一人との会話で実は近くに
住んでおり年齢も同い年である事
を知りどうせなら会ってみようか
となった。実際会ってみると自分
がネット上での会話で想像してい
た性格通りで同じ趣味で知り合っ
たのもあり、社会人になってこん
な気が合う人いるのか？というほ
ど話が合い今では温泉に行く仲と
なった。今時の若者の様な特別な
出会いを経験できて若返った気分
になっている。
� （Ｈ・Ｎ）

後

記

編

集

永年勤続表彰

新入職員紹介

はまなす医院　病棟看護師主任
高村憩さんが
勤続20年で北海道医師会より
表彰されました。

篠路はまなすクリニック
厨房調理員

沢田 明紀さん

この度、庶務係の船水敏雄さんが
退職されました。

はまなす医院
庶務

藤井 貴敏さん

祝

　船水さんは奥様が当院で透析をされていた縁から
勤めるようになったとお聞きしました。16年間に
亘ってご活躍になりました。
　出勤する私が毎回最初に会う職員さんで、いつも元気におはようと声をかけて
くれました。年齢を感じさせず、オレンジ色のジャンパーがトレードマーク。朝早くから働い
て冬には「気を付けて歩きなさいよ」と声をかけてくれ、雪かきをしてくれました。水道管が
詰まったときなど「困ったときの船水さん」と頼りになる存在でした。バラの手入れもお手の
物、職員も患者さんもきれいなバラに癒されました。
　やめてしまった今、困ることが多く、いかに船水さん頼みだったのかを痛感します。
　残念で寂しいですけど仕方ないですね…お体大切にしてくださいね。� （山田）
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